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１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
鶴
岡
市
大
字
寺
田
字
後
田

。
月
記

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
阿
部
明
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
自
然
流
路
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〇
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

後
田
遺
跡
は
鶴
岡
市
街
地
の
西
端
部
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
付
近
は
、
近

年
の
大
型
開
発
事
業
に
伴
い
、
急
速
に
市
街
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
。

遺
跡
は
、
西

・
東

・
南
の
三
方

を
出
羽
丘
陵
か
ら
延
び
る
低
丘

陵
に
囲
ま
れ
た
平
野
部
に
あ
り
、

大
山
川
や
湯
尻
川
が
形
成
し
た

河
間
低
地
の
微
高
地
に
立
地
し

て
い
る
。
特
に
湯
尻
川
は
幾
度

耐

か
の
流
路
変
遷
が
窺
わ
れ
、
幾

鶴

筋
も
の
微
高
地
が
形
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
標
高
は

一

六
ｍ
を
測
る
。

後
田
遺
跡
の
調
査
は
、
県
営
園
場
整
備
事
業
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
で
あ
り
、

山
形
県
教
育
委
員
会
が

一
九
八
九
年
度
の
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も

の
で
あ
る
。
調
査
の
性
格
上
、
回
場
整
備
計
画
に
伴
う
揚
水
機
場
の
建
設
が
予

定
さ
れ
た
区
域
を
対
象
と
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
遺
跡
の
範
囲
は
、
遺
物
の
散
布
状
況
と
現
状
地
形
を
加
味
し

て
、
東
西
二
人
Ｏ
ｍ
南
北
二
六
〇
ｍ
と
推
定
で
き
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
河
川

で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
二
六
箱
分
で
、
内
容
と
し
て
は
須
恵

器

・
赤
焼
土
器

。
中
世
陶
磁
器

。
近
世
磁
器

・
石
製
品

・
木
製
品

。
金
属
製
品

な
ど
で
あ
る
。
木
製
品
の
遺
存
状
態
が
良
好
で
、
木
簡
三
点
、
履
物
二
点
の
他
、

箸
状
木
製
品
が
多
数
出
土
し
た
。

な
お
今
回
報
告
す
る
木
簡
が
出
土
し
た
遺
跡
は
、　
一
九
八
九
年
当
初
月
記
遺

跡
と
命
名
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
本
遺
跡
の
す
ぐ
西
に
隣
接
す
る
後
田
遺
跡

で
は
、　
一
九
九
四
年
に
行
な
わ
れ
た
東
北
横
断
自
動
車
道
酒
田
線
の
建
設
に
伴

う
事
前
調
査
で
、
幅

一
〇
ｍ
長
さ
四
五
ｍ
の
河
川
と
推
定
さ
れ
る
溝
が
検
出
さ

れ
、
厚
さ

一
―

一
・
三
ｍ
の
覆
土
か
ら
は
、
卒
塔
婆
や
呪
符
の
他
、
漆
器

。
履

物
な
ど
の
木
製
品
が
多
数
出
土
し
た

（本
誌
第
一
九
号
）。　
一
九
人
九
年
に
検
出

し
た
河
川
は
、
後
田
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
河
川
の
続
き
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

本
遺
跡
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
月
記
遺
跡
を
後
田
遺
跡
に
改
め
て
報
告
す
る
も

の
で
あ
る
。



1998年 出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「南
無
阿
弥
回
　
」

「　
阿
弥
陀
如
来
」

「回
□
□
□
」

×
如
来

本
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
河
川
と
み
ら
れ
る
溝
跡
は
、
出
土
卒
塔
婆
な
ど
か
ら
、

年
代
の
上
限
が
室
町
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
河
川
は
昭
和

一
〇
年
代
ま
で

は
存
在
し
て
い
た
と
地
元
住
民
が
記
憶
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
基
盤
整
備
で
流

路
が
変
わ
り
埋
没
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
跡
の
性
格
と
し
て
は
、　
一
九

九
四
年
調
査
を
含
め
、
多
数
の
卒
塔
婆
や
呪
符
、
履
物
な
ど
の
本
製
品
が
出
土

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
河
川
の
河
岸
で
、
物
故
者
へ
の
供
養
と
し
て
祭
祀
を

行
な
っ
た
流
し
供
養
の
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

側
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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。
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道
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遺
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第
二
次
発
掘

調
査
報
告
書
』
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